
平成２６年度策定予定計画について

福祉保健部

計画の名称 計画の根拠等 計画の概要

大分県地域福祉基本計
画（仮称）

・社会福祉法に基づく地域福祉支援計
画

・地域福祉及びユニバーサルデザイン
推進の基本指針

・計画期間：平成２７年度～３１年度

　「孤立ゼロ社会」の実現を目指して、人口の減少に立ち向かい、地域力を結集し、自助・共助・公助の
連動による「地域のつながり」の再構築に向けた県の取組を定める。

　【基本理念、施策の基本的方向（案）】
　　○誰もがどこでも個人として尊重され、人と人とのつながりを感じる
　　　 ことができる地域社会の実現
　　  １　地域福祉の推進を担う主体との協働・支援
　　  ２　地域福祉を支える人づくり
　　　３　地域づくりを支える多様な資源の充実・強化

おおいた子ども・子育て
応援プラン（第３期計画）
（仮称）

・「次世代育成支援対策推進法」に基づ
く県行動計画

・「子ども・子育て支援法」に基づく県子
ども・子育て支援事業支援計画

・計画期間：平成２７年度～３１年度

　次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ、かつ、育成される社会の形成に資するため次世代育成
支援対策を迅速かつ重点的に推進する。

　【概要】
　　・めざす姿「一人一人の子どもが健やかに成長することができる社会」
　　・基本目標「子育て満足度日本一の実現」
　　・基本姿勢「子どもの育ちの支援」、「子育ての支援」
　　・基本施策「子どもの成長と子育てをみんなで支える意識づくり」等７項目
　　・評価「効果に関するアウトカム指標」、「個別事業ごとのアウトプット指標」
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計画の名称 計画の根拠等 計画の概要

豊の国ゴールドプラン
２１(大分県老人福祉計
画・介護保険事業支援
計画）
〈第６期〉（仮称）

・老人福祉法及び介護保険法に基づ
き、県の高齢者福祉施策の基本方針を
示す「老人福祉計画」と、市町村の介護
保険事業の実施を支援する「介護保険
事業支援計画」を一体のものとした「豊
の国ゴールドプラン２１」を平成１２年度
に策定

・同プランは３年ごとに見直すこととされ
ていることから、本年度、現行の第５期
計画の見直しを行い、第６期計画を策
定

・計画期間：平成２７年度～２９年度

　団塊の世代が全て後期高齢者となる２０２５年（平成３７年）を見据えた中長期的な視点での施策展開
が必要。
　第５期計画で開始した地域包括ケアシステム構築のための取組を承継・発展させるとともに、在宅医
療・介護連携等の取組を本格化させていく。

　【第６期計画のポイント（制度改正等）】
　　○在宅医療・介護連携の推進
　　○認知症施策の推進
　　○介護予防の推進
　　○生活支援サービスの充実
　　○介護人材の確保

　【県計画の基本理念、基本施策（案）】
　　○高齢者が生きがいを持って、健康で、安心して暮らせる地域
       づくりの推進 ～地域包括ケアシステムの構築～
　　　１　生きがいづくりと社会参加の推進
　　　２　健康づくりと介護予防の推進
　　　３　安心して暮らせる介護基盤づくりの推進

大分県障がい福祉計画
〈第４期〉（仮称）

・障害者総合支援法に基づき、障害福
祉サービスや相談支援等の提供体制
の確保に係る目標等を定めた具体的な
実施計画として平成１９年３月に策定

・本計画は３年ごとに見直すこととされ
ていることから、本年度、現行の第３期
計画の見直しを行い、第４期計画を策
定

・計画期間：平成２７年度～２９年度

　障がい者の地域移行の促進や、就労支援、地域生活を支援するため、平成２９年度末の成果目標を
設定し、取組を進める。
　また、成果目標達成のために、平成２７年度から２９年度までの障がい福祉サービスや相談支援等に
ついて具体的施策と活動指標を定める。

　【主な成果目標（案）】
　　・福祉施設、精神科病院から地域生活への移行促進
　　・福祉施設から一般就労への移行推進
　　・就労支援事業の利用者増
　　・地域生活支援拠点等の整備



計画の名称 計画の根拠等 計画の概要

大分県ひとり親家庭等
自立促進計画
〈第３次計画〉（仮称）

大分県子どもの貧困対
策計画（仮称）

・「母子及び寡婦福祉法」に基づき、ひと
り親家庭等の生活の安定と向上を目的
とした施策を総合的、計画的に進めるた
め、平成１７年３月に策定

・本計画は５年ごとに見直すこととされ
ていることから、本年度、現行の第２次
計画の見直しを行い、第３次計画を策
定

・計画期間：平成２７年度～３１年度

　ひとり親家庭等の生活の安定と向上に向けて、４つの基本的な柱を中心により一層充実したきめ細か
な施策を展開する総合的な計画を策定する。
　
　【基本的な柱】
　　１　子育て ・ 生活支援
　　２　就業支援
　　３　経済的支援
　　４　養育費確保支援

・平成２５年６月に成立、本年１月に施
行された「子どもの貧困対策の推進に
関する法律」に基づいて策定する計画

・子どもの貧困対策を総合的に推進す
ることを目的に策定

・計画期間：未定

　現在、国では、本年７月を目途に策定する「子どもの貧困対策に関する大綱」について検討している。
　この大綱を踏まえて、県の計画を策定する。



「大分県地域福祉基本計画（仮称）」の策定について

○ 計画期間

5年間

（平成27 31年度）

○ 計画の位置付け
1. 社会福祉法第108条に基づく地域福祉支援計画
2. 大分県長期総合計画の部門計画としての地域福祉の基本指針
3. ユニバーサルデザイン推進の基本指針

○ 背景と課題

・地域福祉の核となる人材の不足(特に後継者)
・生活に困難を抱える人々の自立と尊厳を支える資源

の不足
・市町村,社協,振興局等の情報共有の場の不足 等

・少子高齢化の進行に伴う人口減少社会の到来
・物より心の豊かさを求める県民の考え方
・北部九州豪雨災害の経験から求められる

地域力の更なる向上 等

社会や県民意識の動向 地域福祉座談会で出された課題

○ スケジュール

素案作成
(26年7月∼)

最終案
完成

(27年3月)

骨子作成
(26年3月∼)

庁内連絡会議･地域福祉座談会
での意見聴取

(長計)プラン推進委員会･
社会福祉審議会の意見聴取

議会報告(4,6月)

パブリックコメント
(10月)

(長計)プラン推進委員会･
社会福祉審議会の意見聴取

議会報告(9月),議決(3月)

庁内連絡
会議

地域福祉
座談会

平成25年度

○ 策定体制

計画検討委員会
（委員長：福祉保健部審議監）

庁内連絡会議 地域福祉座談会

県議会

（常任委員会） 「安心・活力・発展プラン
2005」推進委員会

大分県社会福祉審議会報告・提案

審 議

意見の聴取

意 見



「大分県地域福祉基本計画  孤立ゼロ社会の実現を目指して 」(仮称)の骨子案

「孤立ゼロ社会」の実現を目指して、人口の減少に立ち向かい、地域力を結集し、自助・共助・公助の連動による
「地域のつながり」の再構築に向けた県の取組を定める計画。

1 計画の趣旨
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（1）地域福祉の推進を担う主体との協働･支援

（2）地域福祉を支える人づくり

（3）地域づくりを支える多様な資源の充実･強化

３ 施策の基本的方向（3本の柱）

誰もがどこでも個人として尊重され、人と人とのつながりを感じることができる地域社会の実現

２ 基本理念

① 地域福祉の核となる人材の確保･育成

② 活動の場の充実

② 地域特性を踏まえた市町村との協働

① 地域住民と関係機関･団体の役割･支援

① 県民の共生意識の醸成と行動の喚起

② 共に支え合う地域力の向上

③ 公的サービスの充実
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①地域に支えられながら、安心して子育てをすることができる
②必要なときに子育て支援サービスを利用することができる
③親と子どもが十分に向き合うときを持ち、お互いに喜びを感じることができる
④希望する人が家庭を築き、子どもを持つことができる
⑤かけがえのない個性ある存在として、自己肯定感を持って育つことができる

一人一人の子どもが健やかに成長することができる社会一人一人の子どもが健やかに成長することができる社会めざす姿

子育て満足度日本一の実現
基本目標

１ 子どもの
成長と子育
て を み ん な
で支える意
識づくり

基本施策 ２ 地 域 に
おける子育
ての支援

３ 子育ても
仕事もしや
すい環境づ
くり

４ き め 細
かな対応が
必要な子ど
もと親への
支援

５ 子 ど も
が健やかに
生まれ育つ
環境づくり

６ 子どもの
生きる力を
は ぐ く む 教
育の推進

７ 子どもに
とって安全・
安心なまち
づくり

おおいた子ども・子育て応援プラン（第３期計画）（仮称）の骨子（案）

子どもの育ちの支援 子 育 て の 支 援基本姿勢

具

体

像

評価体系
アウトカム指標による評価

（レーダーチャート）
アウトプット指標による評価

（個別事業評価）


